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作成日：西暦 2026年 7月 17日 

 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名： 

パルモディア(一般名：ペマフィブラート)錠の即放性製剤から徐放性製剤への切り替えに

よる服用回数２回から１回の変化が服薬アドヒアランスに与える影響についての実態調査 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実

施しています。 

 

１．研究の対象 

2024年 2月～2026年 4月 30日の期間に、(株)ファーマアシストこのみ薬局有松店、東

浦店、どんぐり薬局豊田店に来局した患者のうち、パルモディア錠を 1日 2回の服用で処

方されている患者で、パルモディア XR錠への変更により 1日 1回の服用になった患者 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

脂質異常症治療薬であるパルモディア錠は、服用後に速やかに吸収される即放性製剤

(IR錠)として、2017年７月に１日２回投与の用法で承認されました。また、2023年 6月

には徐放性製剤(XR錠)とすることで服用回数が１日１回投与へと変更されたパルモディア

XR錠が承認されています。 

服用回数の増加は服薬アドヒアランスの低下に関与することが報告されており、IR錠か

ら XR錠への切り替えによる服用回数２回から１回への変化は服薬アドヒアランスの向上

に寄与できると考えられます。その結果、治療効果を良好に導く可能性もあります。 

そこで本研究ではパルモディア錠を 1日 2回の服用で処方されている患者様で、パルモ

ディア XR錠への変更により 1日 1回の服用になった患者様に対して、服薬指導時に実施

した飲み忘れの有無や飲み忘れる回数、飲み忘れる理由等の確認情報を調査し、服薬アド

ヒアランスに与える影響について解析、さらに、服薬回数変更の前後における血清脂質検

査値を評価することを目的とします。調査の結果はアドヒアランスの向上に向けた適切な

服薬指導に繋げるための有用な資料作成に貢献すると考えられます。 

研究開始時に研究対象者の名前を識別コード（文字や数字を組み合わせたもの）に置き

換え、対応表を作成します。対応表は、情報提供機関においてパスワードを設定したファ

イルに記録し、USBメモリに保存して、鍵のかかるキャビネットに保管します。そのた

め、データは個人が特定できない状態で解析され、研究結果の発表に際しても個人が特定

されない形で行います。 
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研究期間：倫理委員会承認日～2029年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

薬局に管理されている調剤録をもとに、年齢、性別、処方薬、用法、用量、処方日数、使

用期間、飲み忘れの有無や回数、飲み忘れの理由、血清脂質検査値などの情報 

 

４．外部への試料・情報の提供  

 なし 

 

５．研究組織 

本学の研究責任者：  

 藤田医科大学 医療科学部 先進診断システム開発分野 教授 藤垣英嗣 

 

研究代表者： 

藤田医科大学 医療科学部 先進診断システム開発分野 教授 藤垣英嗣 

 

共同研究機関： 

 （株）ファーマアシスト 代表取締役 遠田 宙 

 

既存試料・情報の提供のみを行う機関： 

 (株)ファーマアシストこのみ薬局有松店 担当者 薬局長 上浦悠生 

(株)ファーマアシストこのみ薬局東浦店 担当者 薬局長 磯和 卓 

(株)ファーマアシストどんぐり薬局豊田店 担当者 薬局長 川本恭士 

 

６．試料・情報の提供を行う機関の名称及びその長の氏名 

 藤田医科大学 学長 岩田仲生 

 

７．除外の申出・お問い合わせ先 

試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾者

の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡先

までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方その他に不利

益が生じることはありません。 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
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藤田医科大学 医療科学部 先進診断システム開発分野 

担当者：藤垣英嗣 

愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1-98 

電話 0562-93-9664 

e-mail: fujigaki@fujita-hu.ac.jp           

 

８．研究の資金等と利益相反 

 この研究は、（株）ファーマアシスト社から研究費の提供を受けて実施します。また、（株）

ファーマアシストは研究計画の立案、データ解析に関与しますが、研究結果の信頼性が損な

われることが無いよう情報公開と利益相反管理を適切に行い、研究を実施します。データの

最終統計解析・解釈は藤田医科大学の研究責任者および研究分担者が主体となり独立して

行います。また、藤田医科大学利益相反委員会へ申請を行い、適切な利益相反マネジメント

を受けます。そのほか、各研究機関において適切な利益相反管理を行います。 

 


